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り設立された建物であることから保存要望書の提出、保

存団体の活動があった

が廃館予定のホール。

改修などの維持修繕が

行われていないため施

設の老朽化や耐震性不

足であることが決め手

となり廃館に至ってい

る。 

4.5「改修経緯・歴史的

経緯・保全・保存運動

なし」検討型 

施設の老朽化、設備の

陳腐化、バリアフリーや

耐震化未対応が主な要

因である。しかし、立地条件が良く、活動拠点とする団

体、利用者が多いため検討となっている。 

4.6「歴史的経緯あり」＋「保全・保存運動あり」検討型 

著名な建築家による設計であり、また市民の浄財によ

り設立された建物であ

ることから保存要望書

の提出、保存運動、保存

団体の活動があり現在

検討中のホール。改修な

どの維持修繕が行われ

ていないため施設の老

朽化や耐震性不足であ

ることが問題となって

いる。 

4.7「改修経緯あり」保

存型 

 立地条件の良さや市

役所が近く催しの場として定期的に利用されている。継

続的な利用者が多いため、改修し使用するという合意形

成に至ったもの。 
4.8「改修経緯あり」廃館型 

 建物自体の問題はないが、公共施設の設置動向の

変化などの、集約し建て替えることが原因で廃館と

なってしまうもの。 
4.9「歴史的経緯あり」検討型 

老朽化が進む中、何らかの歴史的経緯があること、利

用者が多いこと、財政負担が大きいことから建て替えに

至らない。 
５.まとめ 

1)保全・保存について 

戦前に開館した 9 ホールにおいては重要文化財登録や

有形文化財登録を受けておりその価値が認められている

ものであるため全ホールが保全・保存し使用することが

わかった。 

上記以外のホールにおいては、ホールが建つその地域に

対してどのような位置づけであるかが極めて重要である。

具体的には以下の通りである。 

①実力者により寄贈され、地域の人々の誇りとなってい

るホール。 

②市民の浄財により設立されホールがその地域の歴史と

なるホール。 

③著名な建築家による設計であり、その価値が地域に認

知されているホール。 

④立地条件の良さや市役所が近く催しの場として定期的

に利用されている。活動拠点とする団体、利用者が多

いホール。 

⑤国民大会が行われた場である日比谷公会堂や結婚式場

であった神戸市立御影公会堂といった印象的な利用経

験を提供した、活用方法をされたホール。 

 上記の他に財政負担が大きすぎるため維持修繕を行い

使用し続けるホールも存在することが明らかとなった。 

2)廃館・建て替えについて 

大改修や耐震・天井改修、定期的な改修が行われてい

ないホールが最も廃館・建て替えとなる。要因として施

設の老朽化や設備の陳腐化である。「１」保全・保存」で

記述した項目に当てはまっている場合も例外ではないこ

とが明らかになった。よって、ホールを使用し続ける条

件として、躯体に関わる改修を視野に入れた専門的な調

査を行うことが上げられる。 
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劇場・ホールの移動観覧席の諸元に関する研究 
―全国の公立文化ホールを対象として―

建築計画－施設計画 正会員 ○ 堺 皓亮
＊１

正会員 千葉 絵里子
＊１

〃 勝又 英明
＊２

公立文化ホール 移動観覧席 実施図面

平床 オープン形式 プロセニアム形式

研究目的

移動観覧席を設置したホールは、客席利用および平床

利用が可能である。例えば、客席利用の場合には、コン

サートや演劇、講演会などの利用ができ、平床の場合に

はダンスやスポーツ、レセプションなどの演目が可能で

ある。これによりホールを非常に多目的に活用すること

が可能になる。 
本研究では、移動観覧席に関する寸法などのデータ、

それを導入しているホールに関するデータより比較検討

を行い、移動観覧席とホールの関係性・傾向等を明らか

にする。本研究では特に「移動観覧席」の諸元に着目し、

諸元の中でも特に寸法や機能を整理し、時代性やホール

の性格性との関係について明らかにする。 
調査方法

調査対象

本研究の調査対象は、1982年 12月から 2015年３月ま
でに移動観覧席が納入された、全国の公立文化ホール

1012件とした。学校、宗教施設、民間施設は対象として
いない。なお、本研究では全ての客席数を対象としてい

る。最小は 40席、最大は 1473席である。 
調査内容

本研究内容は移動観覧席の一般事項についてはデータ

ベースから入手し、その他の事項、舞台・席数・客席レ

イアウト・椅子の諸元については、実施図面よりデータ

を入手した。 
この一覧表

をもとに移動

観覧席とホー

ルの関係性に

ついて比較検

討を行う(表１)。 
一般属性

納入年

今回の調査対象のうち、最も古いものは 1982年で現在
も納入は続いている。一番納入の多い年は 1994 年の 68
件で 1990年代のものが全体の 52％を占めている(図１)。
1980年代は増加傾向にあり 2000年代は減少傾向にある。 

 
 
 

舞台形式

舞台形式は、客席と舞台が一続きの空間となっている

ものをオープン形式、舞台と客席の間に空間を分ける壁

をもつものをプロセニアム形式とする。アリーナ形式の

ものも、オープン形式に含めている。図面から読み取れ

ないものに関しては、施設の写真などから読み取りを行

った。舞台形式の明らかな

924件のうち、プロセニア
ム形式のものは 592 件
(64％)で、オープン形式の
ものは 332件(36％)であっ
た(図２)。 
席数

総席数

総席数は移動観覧席の他、手並べ椅子や 2 階席などの
固定席など、ホールにある座席すべてを含めた席数を表

す。ひとつの施設において、複数ホールをもつ施設に関

しては対象とするホールのみの席数とする。総席数の明

らかな 780 件において、平均は 347 席であった。201～
300席が 214件で最頻値となった(図３)。100席から 600
席のものが 701件で、全体の 90％を占めている。最小は
40席、最大は 1473席であった。 
移動観覧席数

移動観覧席数の明らかな 979件において、平均値は 270
席であった。最小は 40席、最大は 2040席であった。101
席～200席が 335件で最頻値となり、次いで 201席～300
席が 318件であった(図４)。101～300席のものが 653件
で 67％を占め、301席～400席のものも含めると 831件
で 85％を占める結果となった。 

 

物件番号 物件名 機種
所在地 納入年

舞台 舞台形式
前座席数 バルコニー席数 総席数
移動観覧席数 親子席数 前座席種類
2階席数 車椅子席数 横座席数
本体方式 ブロック 収納時奥行
段数 １段寸法 最終段床高さ
本体間口 中段使用 収納時椅子部高さ
１段奥行 収納形式 駆動方式
建築床仕上げ 全長 操作方法
椅子タイプ 離席時寸法 肘掛けの有無
椅子間口

席数

客席レイアウト

椅子

一般事項

表１ 調査内容 
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前座席数

移動観覧席よりも前に位置する席数を前座席とする。

調査対象の 1012 件のうち前座席があるのは 436 件、無
しが 353 件、不明が 223 件であった(図５)。前座席があ
る 436 件において、平均は 74 席で、51～100 席が 111
件で最頻値となった(図６)。200席までのものが 364件で、
83％を占める結果となった。最小は８席、最大が 765 席
であった。 
前座席種類

前座席種類とは前座席の種類のことで、主にスタッキ

ングチェアー、フォールディングチェアープラットフォ

ーム(FCP)、連結椅子、ワゴン席、ロールバックチェアに
分類される。前座席のある 436件のうち、21件について
は前座席種類が２種あり、１件については３種類あった。

複数種類のある施設に関しては最も席数の多い種類で集

計したところ、スタッキングチェアーが 174 件で最も多
かった(図７)。次に FCPで 102件であった。複数種類が
ある施設に関して、その種類も含め集計したところ、特

に傾向は変わらなかった。 

その他席数

その他席数とは、総席数のうち、移動観覧席、前座席

を除いた席数を示す。その他席数があり、席数が明らか

なものは 163 件であった。～50席が 98件で最頻値とな
り、全体の 60％を占める結果となった(図８)。平均値は
69席であった。  

 

客席レイアウト

本体方式

本体方式とは移動観

覧席本体の形式で、主に

壁面固定、壁面収納、前

方移動がある。壁面固定は、壁の前に収納される方式、

壁面収納は壁の中に収納される方式、前方移動は収納場

所から離れた設置が可能な(収納場所は問わない)方式、を
示す。本体方式の明らかな 1001 件のうち、壁面収納が
837件で最も多く 84％を占める結果となった(図９)。 
段数

段数は移動観覧席の客席部分の段数のことで、客席の

ない最前列、最上段は含まないが横通路は含まれる(図
10)。段数の明らかな 1002件のうち、11段が最頻値で 152
件であった(図 11)。９段から 13段のものが 592件で全体
の 59％を占め、７段から 15段のものが 853件で 85％を
占める結果となった。最小が２段、最大が 23段であった。  

本体間口 幅

本体間口(幅)とは移動観覧席部分の幅の寸法である。複
数移動観覧席のある施設に関しては、最大のブロックの

本体間口(幅)で集計している。本体間口(幅)の明らかな
986件のうち、最小は 3615.5㎜、最大は 33850㎜であっ
た。平均は 14101mmで、12001～15000㎜のものが 338 
件で最頻値となった(図 12)。9001～12000㎜が 262件で
次に多かった。10ｍ台のものが 800件で 81％を占める結
果となった。 
横座席数

横座席数は、移動観覧席の一番幅の大きい部分で横一

列に並ぶ席数を示す。(縦通路のある場合も無関係に席数
を数えている)最小は６席、最大は 60 席であった。横座
席数の明らかな 968 件のうち 21～25 席 321 件で最頻値
となり、16～20 席が 289 件で次に多かった(図 13)。16
～30席のものが 752件で 78％を占める結果となった。 
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図４ 移動観覧席数別施設件数 

 

図３ 総席数別施設件数 
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一段奥行

一段奥行きは移動観覧席の前後の椅子の間隔を表す。

一段奥行の明らかな 1000 件のうち 900mm が 482 件、
950mm が 366 件となり 85％を占める結果となった(図
14)。一段に前後２列座席のあるものに関しては、およそ
倍の値となり、1800mm前後のものが 34件あった。  
一段寸法

一段寸法は移動観覧席の一段の高さのことで、200mm
から 300mmが多くを占める。250mmが 621件で最も多
く、200mm が 190 件で次に多かった(図 15)。この２つ
が全体の 86％を占める結果となった。  

中段使用

中段使用とは、移動観覧席を途中まで展開させ、使用

することが可能となる機能である。これにより、使用用

途によって席数を変えることができる。どの段数で固定

が可能となるかは、移動観覧席それぞれで決まっており、

多いもので２ヶ所可能になるものがある。調査対象の

1012件のうち、中段使用が可能なものは 161件であった
(図 16)。また、中段使用の有無は納入年とは、相関関係
が見られなかった。  
建築床仕上げ

建築床仕上げとは、移動観覧席を設置している床の仕

上げのことである。移動観覧席の段床部分の床仕上げで

はない。本研究では建築床仕上げと移動観覧席の段床部

分の床仕上げの関係は調査していない。移動観覧席を設

置している床の素材を、フローリング、カーペット、プ

ラスチック系(シート)、プラスチック系(タイル)、塗床、
に分類した。結果はフローリングが 600 件で最も多く、
全体の 60％を占める結果となった(図 17)。  

収納形式

収納形式は、実施図面により収納場所を読み取り、「客

席後ろ」・「２階席下」・「舞台後ろ」・「客席下」・「収納庫」

に分類した。結果は「客席後ろ」が 807 件で最も多く、
「２階席下」が 152 件で次に多かった。収納方式の明ら
かな 967件のうち、「客席後ろ」・「２階席下」以外のもの
は８件のみであった(図 18)。   

本体全長 奥行

本体全長(奥行)とは移動観覧席の奥行の寸法を表す。最
小は 3100mm、最大は 27100mmであった。本体全長(奥
行)の明らかな 958件のうち平均は 10625mmで、10001
～12000mmが 247件で最頻値となった(図 19)。8000～
12000mm のものが 492 件で 51％を占め、6000～
16000mmのものが 863件で 90％を占めている。  

収納奥行

収納時奥行きには、移動観覧席を収納した際の奥行き

を示す。壁面に収納される物件に関しては、断面図の「建

築仕上有効奥行」の値の読み取りを行った。最小は

1020mm、最大は 5660mm であった。平均は 2742mm
で、2001～2500mm が 355 件で最頻値となった(図 20)。
2001～3000mm のものが 669 件で 71％を占める結果と
なった。 

収納時椅子部高さ

椅子部高さは平土間床から収納時の椅子部分最上部の

高さを表す。最小が 1000mm、最大は 6250mmであった。
いずれも 2501～3000mm が最も多いという結果となっ

た(図 21)。平均値は 2905mmであった。 

納入年との関係

納入年と移動観覧席数の関係

各年代において、移動観覧席の階級の割合にあまり変

化が見られなかった。～200 席の割合はおよそ 30％～
50％となり、～300 席の割合は年代においてばらつきが
あり、特に傾向はみられなかった。移動観覧席比率(総席
数に対する移動観覧席の比率)と納入年に着目してみると、
90～100％が 2008年にかけて常に増加傾向であることが
分かった(図 22)。総席数と納入年の関係も合わせて考察
すると、小規模な施設が増加傾向にあるが、移動観覧席

の数はあまり変化がなく、移動観覧席以外の席が減少傾

向にあり、移動観覧席のみの施設が増加傾向にある、と

いうことが考えられる。 
 

図 一段奥行別施設件数 図 一段寸法別施設件数 
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納入年と本体方式の関係

各年代とも壁面収納が最も多い結果となった。1982年
から 2000年にかけては、壁面固定が減少する傾向にあっ
た(図 23)。しかし、2000 年以降はまた増加傾向にあり、
前方移動も増加傾向にあることから、本体方式の多様化

が進んでいることが分かる。 

席数との関係

総席数と舞台形式の関係

総席数が 600 席数よりも小さい施設に関しては、総席
数が大きいほど、オープン形式が減少し、プロセニアム

形式が増加する傾向であることが分かった(図 24)。オー
プン形式の割合が 
１～100 席では約 80％、
101～200席では約 60％、
201～300席では 40％、
301～400席では約 30％、
401～600席では 10％で
あった。 

総席数と移動観覧席数の関係

総席数に対する移動観覧席数の割合は、総席数と移動

観覧席数が明らかな 780 件のうち、300 件が 100％とい
う結果となった(図 25)。移動観覧席を導入している施設
のうち、約４割の施設が移動観覧席のみということが分

かった。また、施設が小規模になるほど、移動観覧席比

率は大きいということが分かる(図 26)。 

総席数と前座席数・その他席数の関係

総席数が多くなるほど、前座席数は多くなる傾向があ

ることが分かった。前座席比率 総席数に対する前座席数

の割合 に着目してみると、 ～ ％が最も多い結果

となった 図 。その他席数と総席数は、あまり相関関

係が見らなかった。その他席比率 総席数に対するその他

席数の比率 に着目すると、その他席数の明らかな 件

のうち、 件が ％以下という結果となった 図 。

移動観覧席数と本体方式の関係

いずれの形式も 席よりも小さいものが８割を占め

ることが分かった 図 。

前方移動は ～ 席、

壁面収納は ～ 席と

～ 席がほぼ同じ割

合、壁面固定は ～

席が最も割合が大きいと

いう結果となった。

まとめ

本調査により明らかになったのは下記のとおりである。 
① 総席数・移動観覧席数が増加すると、舞台形式はプ

ロセニアム形式が増加する。 
② 移動観覧席を納入している施設の総席数は 201～

300 席が最も多く、移動観覧席数は 101 席～200 席
が最も多い。 

③ 調査対象とした施設の約４割が移動観覧席の前に席
があり、席数は 51～100席が最も多く、種類はスタ
ッキングチェアーが最も多い。 

④ 移動観覧席本体の本体間口(幅)は 12001～15000mm、
本体全長(奥行)は 10001～12000mmが最も多く、段
数は 11段が最も多い。 

⑤ 納入年と席数の関係から総席数が減少傾向にあるの
は、移動観覧席以外の席が減少傾向にあることが理

由であり、移動観覧席のみの施設が増加傾向にある。 
⑥ 本体方式は壁面収納が納入年に関係なく最も多いが、

その他の方式が増えており、本体方式の多様化が進

んでいる。 
⑦ 総席数に対し、前座席数の比率は 20.1～30.0％、そ

の他席数比率は～10％が最も多い。 
謝辞
調査に協力していただきました、公立文化ホールおよびコトブキ

シーティング株式会社の皆様に厚く御礼申し上げます。なお、本
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